平成１９年度 技術士第二次試験 ＜技術的体験論文＞
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	受　験　番　号
	
	
	氏　名
	

	

	

	技　術　部　門
	建設部門

	選　択　科　目
	都市及び地方計画

	専門とする事項
	都市計画

	

	経験業務１：環境にやさしいエネルギーを活用した○○の街づくり
実施年月：平成○○年４月～平成○○年３月
【業務概要】本業務は、○○における環境負荷の少ない都市構築のための都市エネルギーについて調査検討するとともに、その実用化の可能性について検証を行うものである。
環境負荷の少ない都市エネルギーとして、燃料電池コージェネレーションシステムが現在の市街地内において実際に配置し使用できるかどうかが課題であった。
私は、所属長の下、担当係長として学識経験者から構成する検討委員会の開催を提案し、各分野の専門家と協力して燃料電池コージェネレーションシステムが使用できる方向性を明確にするとともに、一部実証試験を実施し実用できることを確認した。
経験業務２：市民参加による○○市都市計画マスタープラン策定
実施年月：平成○○年４月～平成○○年３月
【業務概要】市民レベルの視点で都市づくりを進めていくため、○○市の都市計画マスタープラン（以下都市マス）を策定した。策定にあたり、行政主導のプランづくりから、市民参加によるプランづくりに移行することが課題であった。そのため、地域における都市づくりの課題と整備の方針を明らかにし、併せて庁内関係部局の合意形成を横断的に図りながら、全体構想及び地域別構想について原案の作成を行った。
以下、業務２について詳述する。
（１）私の立場と役割
私は所属長の下、学識経験者の助言を得ながら主任技師として積極的に市民意見を反映させるため都市マス市民会議及び地区ワークショップの運営を行うとともに、建設部長を委員長とする庁内検討会議の開催及び連絡調整を行った。
（２）業務を進める上での課題及び問題点

私は、市民参加による都市マスの策定にあたり、いかに市民と行政及び行政内部の合意形成を図っていくかが課題であると考えた。合意形成のステップは図－１のとおりである。



図－１：合意形成のステップ
また、この課題を解決するため、市民参加による都市マス策定の観点から、第２の市民参加の準備・第４の意思決定と公表を最も重要な問題点として抽出した。
①市民参加の準備
・従前は○○議会議員や町内会長など地位的立場の男性による参加手法が通例であり、市民の自発的な応募による幅広い参加手法が未確立であった。
・また、行政側が作成した案を委員会等に付議し了承を得る方式の会議形態が通例であり、事前に行政情報を与え市民の積極的な参加による多様な会議手法が未確立であった。
②意思決定と公表
・アンケートではなく、市民の生の声をプランづくりの骨格とし、学識経験者の助言を受けながら行政内部とのやり取りの中で肉付けをしていく手法が未確立であった。

・策定段階における、会議の経過や結果を公表し意見を募集する手法が未確立であった。
（３）私が行った技術的提案






図－２：技術的提案と課題解決内容

（４）技術的成果
①公募による市民参加の推進と分かり易い情報提供方法の確立による有意義な市民参加型会議の進行が可能になった。
②プランの策定段階や会議の内容について広く公表し意見を募集するとともに、それらの意見について再度議論して原案を作成する方法を確立した。
（５）現時点での技術的評価及び今後の展望
平成○○年度に、市民と行政及び行政内部の合意形成を踏まえた都市マスを策定することができ、現時点において具体の都市計画の決定・変更への誘導指標として先導的役割を果たしていると評価できる。積極的な合意形成の手法がプランづくりだけで終わるのではなく、事業実施及び以後の管理・運営に至るまでの技術的提案がさらに必要であると考える。
今後、特定非営利活動団体（ＮＰＯ）・ボランティア団体の参画やアドプトプログラムの導入など新たな市民参加の方法を取り入れるとともに、都市及び地区カルテ等の地図情報については、最新のＧＩＳ（地理情報システム）によるリアルタイムな視覚的行政情報を正確に市民に示す手法を取り入れる必要があると考える。
少子高齢・人口減少が進行するなか、市民とともに活力ある都市づくりを目指すべく、私はさらに自己研鑽し技術力の向上に努める所存である。　　　　　　　　　－以上－
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①市民参加の準備における提案





（a）市民の選定方法


⇒プランづくりに関心の高い人を集めるために、市の広報誌・ホームページ及び地元新聞紙上で公募をするよう提案した。


⇒既に積極的に活動しているまちづくり研究会等へ、事前に会議のテーマ及び進め方の具体的な説明を行った上で参加者を募集するとともに、様々な幅のある意見が集まるよう、都市マス市民会議においては参加市民が男女半半となるよう提案した。





（b）会議の進行方法


⇒事前に市民に対して会議の進め方や方法について十分な説明をするとともに、市民に視覚的に分かり易く市内の都市施設等とその整備状況及び供用状況が網羅された都市及び地区カルテ等の地図情報を、積極的に提供するよう提案した。


⇒最初は、地域の問題など市民の身近なテーマについてフリートーキングを行い、その後、建設的な意見が出やすいワークショップ方式の会議に移行するよう提案した。





②意思決定と公表における提案





（a）意思決定


⇒市民の価値観や生活観を十分に把握しながら地域における都市づくりの理念や目標を設定するため、市民１００人からなるワークショップを実施するよう提案した。


⇒市民参加の各会議において学識経験者の助言を取り込み、ひとつひとつ必要なプランを積み上げ、さらに行政内部に諮りながら意思決定するよう提案した。





（b）公表


⇒策定段階においては、市の広報誌及びホームページに掲載し、併せて「都市マスニュースレター」を発行し、各公共施設や道の駅等で配布し広く公開するとともに意見を募集するよう提案した。
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